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原 著
てんかん患者の聴覚性誘発電位（AEP ）および体性感覚誘発電位（SEP)
中山 浩，小山 匡，大蔵雅夫，生田琢己
徳島大学医学部神経精神医学教室（主任：生田琢己教授）
（平成10 年2月2 日受付）
てんかん患者152 （男92 女60 ）名と健常者20 （男女
各10 ）名を対象とし それぞれ双極および単極の 2記
録誘導から解析時間1024msec で10 回加算して記録し
た AEP および SEP を，男女別，記録誘導別に検討し，
てんかん群と健常群間での AEP および SEP の成分潜時
と頂点間振幅の平均値の有意差を共分散分析で年齢およ
び服薬の影響を除いて検定し，以下の結論を得た。
1. AEP の潜時は両誘導において男女ともてんかん
群の方が健常群より概ね長かった。AEP の潜時の差異
は，男性では短～中潜時成分で著明であったが，女性で
は長潜時成分で著明であった。
2. AEP の隣接する頂点間振幅は男女とも，てんか
ん群では健常群に比べ大小さまざまで一定の傾向はな
かったが，著明な頂点問の振幅はてんかん群で小さい傾
向が見られた。
3. SEP の潜時はてんかん群では健常群より長く，
しかも女性の方が顕著であり また双極誘導よりも単極
誘導で、長潜時成分の長い潜時が多かった。
4. SEP の隣接する頂点間振幅は両誘導において男
女ともてんかん群では健常群に比べ大小さまざまで一定
の傾向はなかったが著明な頂点聞の振幅は男女ともて
んかん群で小さい傾向がみられ 男性群でその差は有意
であった。
5. AEP および SEP において てんかん群と健常群
の間で有意差の認められた主要な成分の潜時および頂点
間振幅については， AEP の頂点間振幅を除き，代表的
な4 種の抗てんかん薬のそれぞれについて服用群と非服
用群の間での有意差はほとんど認められなかった。
AEP とSEP に共通して概ねてんかん群で長潜時，小
振幅の傾向を認め この差異には抗てんかん薬の影響は
ほとんどないと考えられた。このことより，てんかん患
者の中枢神経系においては聴覚系，体性感覚系経路の電
気活動の抑制があるものと考えられた。
てんかん患者にはてんかん発作以外にも特徴的な性格
障害や知能障害，精神病様挿間症等の精神障害を伴うこ
とがあり，社会生活上も種々の制約を受けていることが
ある。
大脳誘発電位（Cerbal evokd potential ，以下 EP)
は知覚刺激に対する大脳の電気的反応をとらえたもので
知覚，認知等の情報処理機能に関連する病態生理学的特
徴を検出できる可能性を持つものとされている。
てんかん患者の EP についてはいくつもの報告がある
が，多数の被験者を対象として，臨床類型に細分せず概
括的なてんかんの疾患概念に基づく全てのてんかん患者
と健常者の EP とを，男女別に比較検討して，てんかん
患者一般に共通する EP の健常者との差異を性別を考慮
して求めた報告はない。
本研究では当教室の組織的な EP 研究の一環として，
男92 ，女60 ，計152 名のてんかん患者と，男女各10 ，計
20 名の健常者から記録された解析時間1024msec まで
の Auditory evokd potential （以下 AEP ）および
Somatsenry evokd potential （以下 SEP ）を，男女
別，記録誘導別に検討し， compnet analysis によって，
てんかん患者と健常者との問の AEP および SEP の成分
潜時と振幅の差異を統計的に比較検討した。
研究対象
被験者はてんかん患者群（以下てんかん群）と健常成
人対照者群（以下健常群）とに分けられる。てんかん群
は男性92 名（年齢； 9 ～78 歳， 36.4 士13.2 歳入女性60
名（年齢； 12 ～7 歳， 36.2±15. 歳）であり，当科の外
来および入院患者として診療継続されており，全員
ICD-10 の G40. から G40. の診断基準を満たしていた。
各患者の脳波検査に際して あらかじめ検査方法と目的
について十分に説明し同意を得た上で，脳波とともに
AEP および SEP を記録した。健常群は医学生，看護学
生を中心とする成人男女各10 名（年齢；男性20 ～34
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SUMMARY 
152 epileptics (male: 92, female: 60) and 200 normal subjects (100 of each sexes) were 
compared on AEP (Auditory Evoked Potential) and SEP (Somatosensory Evoked Potential), 
which were recorded through monopolar and bipolar derivations. The latencies and 
interpeak amplitudes of AEPs and VEPs were tested statistically by ANCOV A excluding 
the influence of age and drugs had been administered. The following results were obtained. 
1. In AEPs, the latencies in epileptics were significantly longer compared with healthy 
subjects. These tendencies were more marked in short and middle latency components in 
males, but more marked in late components in females. 
2. Interpeak amplitudes of AEP were relatively smaller in epileptics compared with 
healthy subjects. 
3. In SEPs, the latencies were significantly longer in epileptics compared with healthy 
subjects. These tendencies were more marked in females. 
4. There was no consistent tendency in interpeak amplitudes of SEP between epileptics 
and normal subjects in both sexes, but the interpeak amplitudes between predominant 
components were smaller in epileptics than normal subjects. 
5. In epileptics, between the subjects had been administered the drug (each of CBZ, PB, 
VPA or PHT) or not, significant differences in latencies and interpeak amplitudes were not 
confirmed with the components significantly different in latencies and amplitudes between 
epileptics and healthy subjects were found. 
We verified the significant differences in AEP and SEP between epileptics and healthy 
subjects excluding the influences of age and drugs, even not considering the seizure types 
nor epileptic focus sites. It was supposed the disturbance in auditory and somatosensory 
pathway up to cortex in the central nervous system in epileptics. 
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